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日本の科学者がタバコ産業の利益を増やすために活動していたことが、
フィリップモリスの内部資料で明らかになった

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント:

タバコ産業（フィリップモリス）が、豊富な資金を投入して、日本の

医学者、科学者に企業寄りの研究発表を進めていたことが内部資

料の調査からあきらかになりました。

ただし、論文の最後に、タバコ産業の資金を、タバコ産業の影響なく

活用できる方法を探すべきだという記述には、どうかな、と思います。
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日本の科学者がタバコ産業の利益を増やすために活動していたことが、
フィリップモリスの内部資料で明らかになった

Braznell S, Laurence L, Fitzpatrick I, Gilmore AB. "Keep it a secret": 
Leaked Documents Suggest Philip Morris International, and Its 
Japanese Affiliate, Continue to Exploit Science for Profit. Nicotine
Tob Res. 2025 Apr 22;27(5):794-804. doi: 10.1093/ntr/ntae101. 
PMID: 38925638; PMCID: PMC12012232.

はじめに:タバコ業界には、製品の害を隠すために科学を操作してきた
長い歴史があります。世界最大のタバコ会社であるフィリップ モリス イン
ターナショナル(PMI)は、変革を宣言する中で、「透明性のある科学」を
実施していると述べています。本稿では、PMIとその日本の関連会社で
あるフィリップ モリス ジャパン(PMJ)から最近リークされた文書を用いて、
PMIの現代科学の実践を検証しました。

目的と方法:Truth Tobacco Industry Documents Libraryから
入手可能な2012年から2020年までの24の文書を、Forsterの解釈
学的アプローチを使用して企業文書を分析しました。



Science for Profit Modelを用いたテーマ別分析を、PMIとPMJが自
分たちの利益のために科学に影響を与えるために既知の企業戦略を採
用しているかどうかを評価するために実施しました。 結果:PMJは、京都
大学の研究者が実施する禁煙に関する研究に、外部の第三者研究機
関であるシミックと密かに資金提供を行いました。PMJの資金提供やこの
研究への関与に関する公的記録は見つかりませんでした。

PMJは、2014年から2019年にかけて、ライフサイエンスコンサルタントの
FTI-Innovationsに月額3百万円(約20,000ポンド)を支払い、主要
な科学オピニオンリーダーとの関係構築や、PMIの科学、製品、メッセー
ジングを促進するための学術イベントの利用など、科学に関連する広範
な活動を実施しました。FTI-Innovationの活動は、社内にも外部的
にも秘密とされました。これらの活動は、科学の実施、出版、および範囲
に影響を与え、科学活動を隠すための既知の戦略を踏襲しています。



結論

これらの内部文書は、PMIとPMJの最近の活動が科学を操作する過去
の慣行を反映しており、PMIが宣言した変革を弱体化させていることを
明らかにしています。タバコ業界の科学的慣行は依然として公衆衛生に
対する脅威であり、タバコ業界の既得権益から科学を保護するための改
革が緊急に必要であることを浮き彫りにしています。 本研究の意義:日
本はPMIの主要市場であり、IQOSの先行発売市場であり、加熱式タ
バコ製品の使用量が世界で最も多い国です。私たちの調査結果は、他
の最近の証拠と併せて、PMIが信頼できる科学の源泉であるというPMI
の主張に異議を唱え、その研究、特に日本で行われた研究の質と倫理
的防御性に疑問を投げかけています。これにより、製品の真の公衆衛生
への影響が問われます。タバコ使用に関する科学的研究に、タバコ産業
の影響を最小限にとどめる形でのタバコ企業からの資金の援助がどうす
れば可能であるかの道を検討することが必要です。


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4

